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龍
田
節
先
生
は
、
二
〇
〇
九
年
三
月
末
を
も
っ
て
、
同
志
社
大
学
大
学
院
司
法
研
究
科
教
授
を
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
先

生
の
ご
退
職
に
際
し
て
、
こ
こ
に
記
念
論
文
集
を
謹
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
先
生
は
、
一
九
三
三
年
に
、
神
戸
市
に
お
生
ま
れ
に
な
り
ま
し
た
。
兵
庫
県
立
長
田
高
校
、
京
都
大
学
法
学
部
に
進
ま

れ
た
後
、
京
都
大
学
で
長
年
に
わ
た
り
教
鞭
を
と
ら
れ
ま
し
た
。
二
〇
〇
四
年
に
、
司
法
制
度
改
革
の
一
環
と
し
て
、
同

志
社
大
学
に
法
科
大
学
院
（
大
学
院
司
法
研
究
科
）
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
先
生
を
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
（
ご
着
任
は
二
〇
〇
二
年
）。
同
志
社
大
学
大
学
院
司
法
研
究
科
で
は
、
基
幹
科
目
の
商
法
の
「
看
板
教
授
」
と
し
て
、

学
生
に
様
々
な
教
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
実
は
、
先
生
は
、
京
都
大
学
を
退
官
さ
れ
た
後
、
故
郷
の
神
戸
で
、「
海
の
見
え
る
丘
」
に
住
む
こ
と
を
望
ま
れ
、
住

居
を
宇
治
か
ら
垂
水
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
同
志
社
大
学
大
学
院
司
法
研
究
科
が
発
足
す
る
に
あ
た
り
、
わ
れ
わ
れ
は
、
先

生
に
、
講
義
の
た
め
に
再
び
京
都
ま
で
お
越
し
い
た
だ
く
と
い
う
無
理
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
先
生
は
、
一
九
七
二
年
に
、

東
京
大
学
の
竹
内
昭
夫
教
授
と
共
著
で
、
わ
が
国
最
初
の
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
と
い
え
る
「
法
律
学
教
材
会
社
法
」（
東
京
大



学
出
版
会
）
を
公
刊
さ
れ
ま
し
た
。
同
書
は
、「case-m

ethod

とproblem
-m

ethod

に
よ
る
会
社
法
の
教
育
を
行
う

た
め
」
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
（
同
書
の
「
は
し
が
き
」
に
よ
る
）。
教
員
が
、
教
壇
の
上
か
ら
、
学
生
に
講
義
を
す
る
ス

タ
イ
ル
が
一
般
的
な
時
代
に
、
す
で
に
、
討
論
形
式
の
講
義
を
実
践
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
す
。
周
知
の
よ
う
に
、
法
科
大

学
院
は
、
双
方
向
授
業
が
主
流
で
す
。
時
代
が
よ
う
や
く
先
生
の
ス
タ
イ
ル
に
追
い
つ
い
た
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
先
生

か
ら
同
志
社
入
社
に
つ
い
て
承
諾
の
お
返
事
を
い
た
だ
き
、
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
こ
と
を
昨
日
の
よ
う
に
思
い
出
し
ま
す
。

　
先
生
は
、
海
外
で
の
講
義
や
講
演
を
積
極
的
に
行
っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
世
界
各
国
に
友
人
が
お
ら
れ
ま
す
。
同
志
社

大
学
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
の
ア
イ
ゼ
ン
バ
ー
グ
教
授
や
ド
イ
ツ
の
マ
ッ
ク
ス
プ
ラ

ン
ク
研
究
所
の
ホ
プ
ト
教
授
な
ど
世
界
的
に
著
名
な
教
授
や
国
内
の
第
一
人
者
の
教
授
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
招
い
て
、
国
際

セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
国
際
主
義
を
掲
げ
る
同
志
社
大
学
の
評
価
を
さ
ら
に
高
め
る
も

の
と
な
り
ま
し
た
。
か
か
る
企
画
を
実
現
で
き
た
の
も
、
ひ
と
え
に
先
生
の
広
い
人
脈
の
お
か
げ
で
す
。
こ
の
点
で
も
、

感
謝
の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

　
龍
田
先
生
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
、
商
法
学
界
の
重
鎮
で
お
ら
れ
ま
す
。
二
〇
〇
八
年
に
は
、
日
本
学
士
院
会
員
に
も

推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
同
じ
分
野
の
研
究
者
の
末
席
に
身
を
置
く
も
の
と
し
て
、
先
生
は
、
憧
れ
で
あ
り
、
し
か
し
、
と
て



も
追
い
つ
く
こ
と
が
か
な
わ
な
い
偉
大
な
存
在
で
す
。
こ
の
た
び
、
記
念
論
集
の
献
辞
を
書
か
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で

き
、
本
当
に
光
栄
で
す
。
先
生
に
は
、
今
後
も
、
ま
す
ま
す
お
元
気
で
、
い
つ
ま
で
も
、
わ
れ
わ
れ
を
ご
指
導
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
に
、
心
よ
り
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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